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〔研究論文〕

繊維産地における企業間分業を通じた染色加工技術形成
―福井産地の事例より―

木　野　龍太郎

はじめに

　日本の繊維産業は長い歴史を持ち、近代にお
いては日本経済の発展を牽引する産業であった
が、早い時期から海外企業との厳しい競争にさ
らされ、近年は国内生産の規模が縮小している
状況にある。一方で、繊維に関する技術を基盤
とした企業が多角化を進めることで、化学や機
械、建築、土木、輸送用機器や航空宇宙などの
分野で大きく発展するなど、現在においても日
本経済に大きな影響を及ぼしている産業である
といえる。
　日本の繊維産業の構造は、原糸や染料、薬剤
などの原材料を製造する企業（以下、それぞれ原
糸メーカー、染料メーカー、薬剤メーカー）、原糸
に糸加工、織り、編み、染色、縫製などを行う
繊維加工企業（以下、それぞれ糸加工業者、織布
業者、ニッター、染色加工業者、縫製業者）、これ
らの加工を行うための生産設備を製造する企業
（以下、繊維機械メーカー）、そしてそれぞれの企
業をつなぐ役割を果たす商社・卸、さらに企業
の研究開発を支援する役割を果たす大学や公設
試験場などの研究機関が、相互に関わり合いを
持ちながら発展を続けてきた。特に、石油を原
料とするナイロン、ポリエステルなどの「合成
繊維」といわれる繊維は、絹や綿などの天然素
材を原料とする繊維とは性質が大きく異なると
ともに、原材料の製造及び加工技術なども海外
が先行していたことから、国内の繊維関連企業

がこれらにキャッチアップしていくために、大
きな資本を持つ原糸メーカー（合繊メーカー）1）

の主導によって繊維産地の繊維加工業者の「系
列化」を行い、その系列を通じて技術指導など
を行いながら、繊維機械メーカー、染料メーカー
及び薬剤メーカー、研究機関などと共同して技
術形成（技術及びノウハウの蓄積・発展）を行っ
てきた。
　こうした繊維産業における企業間分業の様態
を明らかにし、生産技術（製品技術・製造技術）
の蓄積・発展、及び、それぞれの関連する企業
が果たした役割を明らかにすることは、日本に
おける産業の発展を考えるうえで大きな意味が
あると考え、これを本稿の目的とする。
　本稿においては、繊維産業のなかでも製品に
大きな付加価値を与える工程であることから、
「キー・インダストリー（key industry：主要産業）」
といわれることも多い、染色加工工程に焦点を
置く。国内外の化学企業のなかには、染色加工
で用いる染料や薬剤の開発・製造・販売を通じ
て、医薬品、農薬・肥料、火薬などに多角化し
つつ大きく発展してきているものも多く見受け
られる。さらに、原糸メーカーも高分子化学や
有機医薬品などの分野へと展開し、染色加工の
ための機械を開発・製造する企業（以下、染色
機械メーカー）もその技術を応用して殺菌・滅
菌装置などに進出するなど、とりわけ化学・機
械分野の産業発展に大きな影響を及ぼしてい
る。
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　それらも踏まえて、合成繊維の染色加工に関
する技術の蓄積・発展がどのように行われてき
たのか、そして、それぞれの企業がどのように
関連し、どのような役割を果たしてきたのかに
ついて、関係者へのインタビューを通じて検証・
考察を行う 2）。ここでは、日本有数の合成繊維
テキスタイルの産地である福井産地を事例とし
て取り上げる。福井産地は古代より絹織物の生
産が行われ、現在はナイロン、ポリエステルな
どの合成繊維テキスタイルの産地となってお
り、特に、合繊長繊維織物の生産高は全国のお
よそ50％を占めており、染色加工高も全国第1

位とされるなど 3）、歴史が長く現在も有数の産
地であることから、合成繊維の染色加工技術形
成について検証・考察を行ううえで、最も適切
な事例であると考える。
　これまでの研究においては、奥田壹俤 4）、吉
田勇 5）、田中譲 6）、藤井光男 7）、竹田秀樹 8）、
鈴木恒夫 9）、立川和平 10）といった研究者が、
原糸メーカーによって有力な繊維産地業者との
結びつきを強める、いわゆる「系列化」の過程
について検証を行っているものが多く見られ
る。また、富沢修身 11）や、伊丹敬之他 12）、大
田康博 13）、白戸伸一 14）は、主に繊維産地を産業
という視点から検証を行っている。山口勝則 15）

は、原糸メーカーと繊維産地の織布および染色
企業と間の企業間関係について考察を行ってい
る。これらの研究においては、原糸メーカーに
よる系列傘下企業への技術指導について、また
産地の染色加工業者の持つ技術やノウハウにつ
いて述べられているが、合成繊維の染色加工技
術形成において、産地の染色加工業者がどうい
う役割を果たしたのか、具体的にどのように技
術やノウハウのすり合わせが行われたのか、と
いったことについては触れられていない。また、
染色加工に用いる重要な原材料である染料や薬
剤を開発・製造する染料・薬剤メーカー、そし
てそれらの原材料の加工を行う染色機械を開

発・製造する染色機械メーカー、さらには、産
地において染色加工技術形成の支援を行ってき
た、研究及び人材育成機関である大学や公設試
験場の役割についても触れられていないことか
ら、これらの点も踏まえて検証を行っていくこ
ととする。
　本稿で明らかにする課題は以下の通りであ
る。
　第1に、原糸メーカーにおける系列を通じた
垂直的連携において、原糸メーカーと産地の繊
維加工企業が、どのような技術やノウハウを蓄
積してきたのかについての具体的な中身と、そ
うした技術形成において、それぞれがどのよう
な役割を果たしてきたのかについて検証する。
　第2に、これまで注目されることが少なかっ
た、合成繊維の染色加工技術形成における、染
料及び薬剤メーカー、繊維機械メーカーの果た
した役割について検証するとともに、先述の
「系列化」との関連性によって、技術形成の態
様がどのように異なってくるのかといった点に
ついても考察する。
　第3に、繊維産地における大学や公設試験場
といった研究機関の果たした役割について検証
したうえで、合成繊維の染色加工技術形成の全
体像について考察を行う。

1．福井産地の歴史と生産品目の推移

　まずは、日本有数の繊維産地である福井産地
の概要と生産品目の推移について見ていくこと
とする 16）。
　福井においては、古代から中世、江戸時代に
かけて、既に絹織物の生産が行われていたが、
明治維新以降、福井県は1875年には京都に伝
習生を派遣し、織機や製織の方法を学ばせると
ともに、1877年には同じく京都に伝習生を派
遣し、染色の方法を学ばせるとともに、「バッ
タン機」と呼ばれる生産性の高い織機を導入し
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て、ハンカチや傘の生地を製造したとされる。
1887年には、桐生（群馬県）より技術者を招聘
して「羽二重」と呼ばれる織物の製造方法を習
得し、主に輸出向け製品の生産量が急増した。
当時の福井産地には絹織物の製造に必要な精練
（生糸表面のタンパク質を落とし光沢を出す加工）の
技術が無く、当初は京都へ送っていたが、1888

年に先述の桐生より技術を導入、1889年には
京都の精練業者が福井に工場を設けるなど、精
練技術が高まることとなった。
　その後、第1次世界大戦の反動不況や、関税
障壁による絹織物輸出市場の縮小により、徐々
にレーヨンと呼ばれる人造絹糸（人絹）を原料
とした織物に移行していった。1930年に、福
井県工業試験場において輸入レーヨンを使った
織物が試織されたことに始まり、1935年以降
に国産レーヨンの生産が本格化するにともな
い、福井県内でも広く生産されるようになった
とされる。
　第2次世界大戦時には、絹・人絹織物の全て
が軍事用物資に指定されたが、朝鮮戦争時には
大量の特需があり、その後の反動不況で福井産
地の繊維関連企業の倒産が相次ぐなかで、福井
産地の繊維加工企業は、経営の安定化を図るた
めに原糸メーカーに賃織生産（支給された原糸
を織り生産量に応じた加工料金を受け取る方式）に
切り替えを強く働きかけ、それが産地全体に広
まっていった。
　一方、合成繊維については、1948年に米国
進駐軍福井軍政部が米国からナイロン靴下を取
り寄せて公開したことに始まり、1949年には
福井県繊維課が中心となって調査研究に乗り出
したとされる。1951年には、東洋レーヨン株
式会社（現在の東レ株式会社、以下東レ）が、米
国デュポン（Du Pont）社からナイロン特許の実
施権を得て、1952年より本格的操業が開始さ
れ、これに伴って福井産地でも本格的な賃織生
産が始まったとされる。

　1954年から1957年にかけてのいわゆる「神
武景気」の時期においては、高い技術力を持つ
繊維加工企業を積極的に確保し、品質管理の点
から一貫して指導が行えるように、原糸メー
カーによる「系列化」が進められた。その後、
需要の中心はレーヨンからナイロン、ポリエス
テルなどの合成繊維に移り、先述の企業系列が
更に強化されていったとされる。その後も幾度
の不況を乗り越えつつ差別化のための技術開発
が行われ、1980年後半から1990年にかけては、
「新合繊」と呼ばれる製品が開発・製造された。
これは、原糸、糸加工、織布、染色加工の各工
程の技術が高度に組み合わされたものであり、
系列生産における垂直連携が威力を発揮したも
のであるとされる。
　ここまで見てきたように福井産地では、古く
から生産されていた絹織物からレーヨン、合成
繊維へと、主な生産品が変化してきたなかで、
大規模な原糸メーカーが「系列化」を進めると
ともに、福井産地の繊維加工企業に技術的な指
導を行い、合成繊維の加工技術を広めていった
ことがわかる 17）。そこで次項においては、原
糸メーカーと染色加工業者において、どのよう
にして技術形成が行われてきたのかについて、
見ていくこととする。

2．原糸メーカー及び染色加工業者に
よる連携と固有の技術について

　前項で見てきたように福井産地においては、
主な生産品目が絹からレーヨン、合成繊維と変
化していくなかで、原糸メーカーの傘下での系
列生産が広まっていた。これまでとは性質が異
なる糸の染色加工には、この系列を活かした連
携が行われることで技術が形成されてきた。具
体的には、原糸メーカーと染色加工業者との間
では、どのような連携が行われ、それぞれがど
のような役割を果たしてきたのかについて検証
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していくこととする。
　合成繊維は、旧来のものと素材が全く異なる
ことから、製織、染色、縫製を通じて最終商品
段階まで強力な技術指導を行って、品質管理の
徹底を期することが要求された 18）。原糸メー
カーにおいては、1950年代よりナイロンやポ
リエステルなどの合成繊維の生産が行われると
ともに、「系列化」を通じて産地の技術力の高
い繊維加工企業の取り込みを行い、技術指導を
行ってきている 19）。
　1926年に設立された原糸メーカー大手の東
レは、1949年から「アミラン」といわれるナ
イロン糸の生産を開始し、その製織試験を勝
倉織布（現：株式会社カツクラ）、染色試験を酒
伊繊維工業株式会社（現：サカイオーベックス株
式会社）に依頼している 20）。また、1956年に同
社滋賀工場近くに中央研究所を設立するととも
に、福井産地にあった金津織布工場に試験室を
設け、1960年には「技術サービス部織布試験
所」に改称して、「東レプロダクションチーム
（PT）」といわれる系列企業への技術サービス
を主とする工場とした 21）。
　先行研究においては、このような原糸メー
カーによる「系列化」を通じた産地企業への
技術指導について述べられていることを踏ま
えて、そこで行われていた連携の具体的な内容
について、元・東レ株式会社北陸支店長 木下
健一氏（現・福井県繊維卸商協会専務理事）への
インタビューより検証していくこととする（以
下、インタビュー文中の括弧は筆者注）。
　「1960年代には原糸メーカーが急成長してナ
イロンやポリエステルなどを大量生産する時代
に入り、合成繊維では化学反応を使う染色技術
が必要となったが、これまでの産地が持つ技術
では対応できなかったので、東レは滋賀県に基
礎研究や加工技術の研究所を設置し、染色に関
する技術者を大量に社内に抱えて北陸に送り込
みました。さらに、産地である福井（旧・福井

県坂井郡金津町）に繊維加工の研究を行う試験
室を作って、その技術を染色加工業者に渡す拠
点にしたわけです。滋賀にいた技術者は、新し
い生地ができると生地と一緒に、昔の酒伊繊維
工業なんかに泊まり込みで来て、生地を染めて
も色が付かないとか、付いた色が落ちてしまっ
たとか、縮んでしまったといった問題に対応し
ました。染料や薬剤の配合といった改善につい
ては、染工場さん（染色加工業者）でも対応で
きますが、例えば、糸や化学に関わるような分
析は、東レの研究所に持ってかえって分析して、
それをまた北陸にフィードバックしました。そ
の際に、秘密保持のこともあって、ある程度委
託先を決めたというわけです。特に染色には大
変なノウハウがあるので、それを他社に伝えら
れては困るということで、最初はある程度『色
分け』をしたわけです。プラザ合意あたりまで
は、それぞれ身内的な委託工場としての位置付
けで育成して、産地と合繊メーカーが連携をし
たわけです。」（木下氏）
　ナイロンやポリエステルといった合成繊維の
染色においては、これまでの天然繊維とは異
なり水を吸収しにくい性質を持っていることか
ら、一般的には酸性染料や分散染料と呼ばれる
タイプの染料を用いて、高温高圧染色によって
染料の分子が繊維の非結晶部分に入り込むこと
で染色が行われる。東レの組織図である図1の
「技術サービス部」にも見られるように、こうし
た加工段階の技術についても原糸メーカーが研
究開発機関を持ち、原糸メーカーと産地との技
術の橋渡し役を果たしていたことがわかる 22）。
　この点について、福井産地の染色加工業者
であるセーレン株式会社（福井市）にインタ
ビューを行っているので、そちらからも検証し
ていく 23）。
　「合成繊維は元々が海外の技術ですから、合
繊メーカー、染料メーカー、機械メーカーそれ
ぞれが技術導入して改善していったわけです
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が、われわれ染色会社というのは、それらの合
繊メーカーの繊維と、染料メーカーの染料と、
機械メーカーの機械を使っての組み合わせです
ので、それぞれのメーカーに要望を伝えて、チー
ムとして技術を完成していったというのが大き
な流れです。原糸メーカーも繊維加工の研究所
を抱えていますのでその技術者と、織布や染色
業者の間に立って動く技術サービス的な開発マ
ン（技術者）がいて、機屋さん（織布業者）や染
色加工の現場も入って製品を見て、まさに自分
たちがつくった糸が本当に製品になっていくの
か、ということをマネジメントしていました。
開発初期の段階では、例えば織物にして染色す
ると、糸の太さのムラや染料のバラツキが、色
ムラとして染色に全部現れてきます。これは例

えば染色温度を急に上げたことで、早く色が着
いたところと後から着いたところとで、染料の
着き方に差が出てムラになったのか、染料の分
散にバラツキがあったのか、繊維の太さにバラ
ツキがあったのか、織り方に問題があったのか、
といった問題点を仕分けしていって解決してい
くには、やはりチームでやる必要があります。」
（セーレン）

　ここにも見られるように、元々は海外企業の
持っていた染色加工に関する技術は、原糸メー
カーを中心とした企業グループを通じて導入さ
れ、産地においても技術形成がなされてきた。
その際には、「系列化」を通じた企業グループ
の内部において、原糸メーカーから染色加工業
者に合成繊維の染色加工に関する新しい技術・

図1　東レの研究体制（1964年3月末時点）

（注）販売・企画・管理各部門、およびスタッフ各部署は省略。
（出所）財団法人日本経営史研究所編『東レ70年史』、東レ株式会社、1997年、369頁、図4-11。
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ノウハウが伝えられたが、それは一方向なもの
ではなく、染色加工業者からのフィードバック
も取り込みながら、原糸メーカー及び染色加工
業者の双方に、合成繊維の加工技術やノウハウ
が形成されてきたことがわかる。さらに、原糸
メーカーと染色加工業者だけではなく、染料
メーカーや機械メーカーも加わって、「チーム」
を通じた技術形成が見られてきたと考えられ
る。
　山口勝則によれば、「染色企業は比較的早く
から加工法の開発を独自に進めており、また染
色加工工程は糸加工・織布工程に比べ、精練・
漂白・染色・処理・仕上げの各工程で使用する
薬剤や染料の種類、温度条件、処理時間など独
自のノウハウの蓄積にもとづく部分が大きい」24）

としている。そうした染色加工業者の持つ技術
やノウハウが具体的にどのようなものかについ
て、先述のセーレン株式会社及び同じく染色加
工業者であるダナックス株式会社（福井市）へ
のインタビューより検証する 25）。
　「例えば1,000メートルを染めるのに、同じ
機械で同じ染料や薬品を使って同じ製造条件で
10回染めたとしても、同じ色にならない事が
あります。染料が同じように着いてくれないこ
とがあるからです。原因は色々ありますが、中
でも大きいのは水です。水は大事で、水の成
分（pH、硬度、不純物他）によって、染料の着き
方が変わったりします。また、繊維と染料液と
の攪拌方法（かき混ぜ方）でも差が出てきます。
更に生地により、染着の仕方が変わってきま
す。この様なことはなかなか教科書には載って
いませんし、誰も教えてはくれません。それぞ
れ染色工場が条件を見出し、独自の技術を作っ
て行っています。」（ダナックス）
　「一番の問題はやっぱり色ムラです。例えば
ポリエステルですと130℃まで温度を上げます
ので、高圧容器に密封して液の中に染料を溶か
して生地を入れて、熱交換器で温度を徐々に

徐々に上げていって、20分ほどで約90％の染
料が繊維の中に入っていきます。生産性を考え
ると短時間に一気に温度を上げて染めたいけれ
ど、染めムラが出てしまいますので、一番染色
しやすい温度ではゆっくり、それが終わるとま
たスピードを上げてということを行います。こ
れを『染色カーブ』と言います。染料メーカー
はあくまでも、例えば『この染料を使用すれ
ば130℃の30分で染まります』というぐらいの
データは出してくれますが、それをどういうス
ピードでその130℃まで持っていくのがいいの
か、といったことが染色会社のノウハウになり
ます。一方繊維の方も、一気に温度を上げると
シワになるとか、織り方や編み方によってもシ
ワになりやすい、といったことがありますから、
そういう素材はゆっくり温度を上げないといけ
ません。表面に光沢のある素材の場合、染色機
の容器のキズで糸が引っ張られて不具合が出る
と、そのなかに入り込んで磨くということもあ
ります。だから機械が仕事をするようでいて、
やっぱり人が仕事をしている部分があります」
（セーレン）

　ここに見られるように、染色に関しては、繊
維、染料、薬剤、水といった原材料の組み合
わせや、加工の際の温度管理、生地の仕上げ
方法などの部分については、それぞれの染色
加工業者の持つ固有の技術であることがわか
る。なおこうした「色合わせ」については、
「CCM（Computer Color Matching）」といわれるコ
ンピュータ化が図られ、1967年セーレン株式
会社において、「COCOCOシステム（Computer 

Color Control）」が開発された 26）。
　またこれらのインタビューを通じて、染色加
工工程における技術やノウハウは、原糸メー
カーや染色加工業者に加えて、染料メーカー及
び薬剤メーカーや繊維機械メーカーが共同で蓄
積してきたことがわかる。この点ついて、さら
に検証をしていくこととする。
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3．染料及び薬剤メーカーの持つ技術
と役割について

　ここでは、染色加工工程の技術形成における、
染料メーカー及び薬剤メーカーの役割について
見ていくこととする。こうした合成繊維の染色
加工には、「草木染め」などで用いられる植物
などを原料とする天然染料とは異なり、合成染
料と呼ばれる染料が用いられる。合成染料は、
1856年に英国で発明・特許出願され、その後
ドイツにおいて発展していった 27）。日本にお
ける染料は、19世紀末までの染色に使用され
た染料は、ほとんど天然藍などの植物染料で
あったが、1880年頃から合成染料がドイツよ
り輸入されるようになった。その後、第1次世
界大戦の勃発とともに、ドイツからの染料輸入
が停止し、国内では染料が極度に逼迫したため、
合成染料の国産化が喫緊の課題となった。そこ
で日本政府は、繊維産業の保護・育成のために、
染料の国産化を促進すべく「化学工業調査会」
を設置し、その答申に基づいて、1915年10月
に「染料医薬品製造奨励法」が施工された。こ
れを受けて1916年2月に日本染料製造株式会
社が設立されたのが始まりである 28）。その後、
三井化学、日本染料、日本化成、帝国染料、保
土谷曹達の「五大染料」と呼ばれる代表的企業
が生まれてきた 29）。
　さて、製織工程の場合、原糸メーカーから織
布企業に対して「設計書」と呼ばれる詳細な生
産指示書が渡されていたが 30）、先述の山口勝
則によれば、「染色加工における試験加工の場
合、織布を生産する際の設計書に該当するもの
は無く、合繊メーカー側は染色企業側に対して
加工法、風合、色等を指示し、サンプルがある
場合はそれを渡す」31）とされている。つまり、
詳細な指示書のようなものが無いことから、原
糸メーカーの要望を汲み取るような形で、染色
加工のやり方を決めていく必要がある。この際

に、重要な原材料である染料や薬剤に関して、
染料メーカー及び薬剤メーカーの役割が重要に
なってくる。染色加工業者へのインタビューで
はこの点について、下記のように述べられてい
る。
　「よく染色は『水物』といいますが、染工場
（染色加工業者）の使う水によって、薬剤は使い
方が全く変わります。例えば、染料には分散剤
を入れて染めますが、それは共通ではなく、こ
の工場でうまくいったものが他でうまくいかな
かった、といったことはよくあります。染料に
ついてもバラバラで、まるっきり一緒はあり
ません。例えば、他社のレシピ（染色方法）で
染めても一緒にならないので、『色合わせ』を
しないといけません。その染料は単品ではな
く『配合染料』というかたちで、1本の染料に
複数の色を配合していることもあります。例え
ば赤色でも、少し緑がかった赤とか、黄色っぽ
い赤というのは、緑や青、黄色といった染料を
配合したりします。それで色が合わないとなる
と、この染料を少し抜こうとか、別の染料を足
そうかといった話になります。それについては、
お客様である原糸メーカーの要望に応えるため
に、薬品メーカーや染料メーカーに指示します。
その要求に合うように染料メーカーや薬剤メー
カーが配合して持ってくるわけです。そういっ
たサービスを染料のディーラー（販売会社）さん
がされていて、それもノウハウの1つです。た
だそのときに、当社向けに作る場合と、他社で
うまくいったものを持ってくるやり方とありま
す。」（ダナックス）
　このように染色加工工程では、繊維、水、染料、
薬剤の組み合わせの「相性」のようなものがあ
り、それらの「すり合わせ」を行う必要がある。
染料メーカーや薬剤メーカーは、染色加工業者
の要望に合わせた染料や薬剤を配合し、販売会
社を通じて染色加工業者に提供しており、そう
した薬剤の選択や配合の内容が、染料及び薬剤
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メーカー、そしてその販売会社の固有のノウハ
ウとなっているとされる。その具体的な中身に
ついて、染料メーカーについては、日本化薬株
式会社（東京都）、及び、同社が100％出資する
販売会社である株式会社ニッカファインテクノ
（同）へのインタビューより、薬剤メーカーに
ついては、日華化学株式会社（福井市）へのイ
ンタビューより検証する 32）。
　「原糸メーカーさんは新しい繊維を作ります
が、その素材にこういう色を付けて、こうい
う要求堅牢度（色落ちのしにくさ）でということ
は、今も昔も染工場さんにお任せしている形に
なっています。当時は、今もある『繊協ビル（福
井県繊協ビル）』に事務所がありましたが、原
糸メーカーさんや染料メーカーも数社入って
おりましたので、新しい素材ができたら我々
に『ちょっと見てくれないか』と尋ねてこられ
ることがありました。ただ、私どもはむしろ染
工場さんに日々出入りして、色々な染色の問題
などご相談させて頂いておりました。『新合繊』
が出てきたころには、非常に極細な繊維で風合
いが良いといったことを各社が競っておられま
したので、そういった糸では従来よりも染料が
倍以上必要だとか、耐光堅牢度が著しく落ちる
のでより強いもの使うといったことで、染工場
さんを通じてご依頼を受けて、色んな素材を頂
いてテストをしました。そして、色々なタイプ
の繊維に適応できる染料を開発したわけです。
かなり染工場さんに入り込んで作り上げてきた
という歴史だと思います。」33）（日本化薬）

　「当社は営業力が非常に強く、お客様のとこ
ろへ足繁く通って、例えば染色で使う水の量を
低減する『低浴比』に合った薬剤や、撥水性、
難燃性、柔軟性、耐洗濯性といった機能加工の
ための薬剤など、いろんなニーズをもらってき
て、それを実現するために研究を行うという仕
組みが機能していました。原糸メーカーさんと
も直接色々な議論をすることもありますが、ど

ちらかといえば染色加工業者さんが、相談を持
ち込んで来られます。当社の研究部門には試験
装置や分析機器がたくさんあって、実際に染め
たり汚れを落としたりしてみて容易に比較がで
きますので、多くの評価技術が蓄積されていま
す。お客様から実際の生地を頂いてどんな加工
をしているのかを聞いて、それを再現してみ
て、そのトラブルを防止するための解決策を考
える、ということが非常に得意ですので、そう
したやり方を続けてきました。」34）（日華化学）

　染色加工業者のインタビューでも見られたよ
うに、染色加工業者と染料メーカーや薬剤メー
カーとはかなり密接な形で連携しながら、染色
加工技術を形成していくとともに、染色加工工
程、染料及び薬剤の開発に関して、それぞれ固
有の技術やノウハウを蓄積していったことがわ
かる。
　さらに、産地には上述のディーラーと呼ばれ
る販売会社（商社、卸）が存在している。その
役割については、前項のインタビューでも若干
触れられたが、日本化薬株式会社及び株式会社
ニッカファインテクノ、そして、福井産地に
ある1937年創業の株式会社酒井染料商会（福井
市）へのインタビューから、さらに検証してい
く。
　「今は少なくなりましたが、染料を販売して
いるディーラーはみんな試験室を持っていまし
た。ここ（ニッカファインテクノ北陸事業所・福
井市）は大体のことが出来る試験室を残してい
て、日々の試験は全部こちらでやりまして、日
本化薬でないと対応できないものは、そちらで
対応します。また、大手ではそういうことは無
いのですが、小さな染工場さんでは、例えば染
工所さんにある注文が来たものを、ディーラー
が『色合わせ』をして、そのかわり染工場さん
がそこから染料を買う、ということがあります。
コンピュータでも、ある程度のところまでは出
来ますが、素材も違いますので最後はどうして
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も人の手が必要です。日本人の色合わせの感覚
は厳しくて、よく染工場さんはやっておられる
なと思うぐらい厳しい管理をされています。」
（日本化薬）

　「現在は、色をコンピュータで数値化して染
料メーカーに送れば良いのですが、やはり最終
的には、どんな染料を使い、どんな薬剤を使う
のかを決めるには、そのサンプルを送っても
らって、うちの試験室でテストして合わせて品
質確認をして決めます。例えば黒だと7種類ぐ
らいを混ぜています。また、耐光試験（光が当
たることによって色が変わらないかどうかを調べる

試験）については、衣料用では基準が決められ
ているので、それに合った染料であれば良いの
ですが、カーシート用の生地になると基準が自
動車メーカーによって異なり、また試験時間が
何十倍も長くなるので、衣料用とは違う試験機
が必要になります。そうしたやり方の技術やノ
ウハウがあります。」（酒井染料商会）
　ここに見られるように、染料メーカーとの橋
渡しをするような形で販売会社が存在し、染色
加工業者の要望に応える染料や薬剤を配合して
提供しており、そこにおいても染料、薬剤の配
合などに関する技術やノウハウが蓄積している
ことがわかる 35）。
　これらからわかることは、染色加工工程にお
いては、「系列化」を通じて合成繊維の染色加
工技術が産地に伝えられてきたなかで、原糸
メーカーから一方的に技術が持ち込まれたわけ
ではなく、産地の染色加工業者や、染料及び薬
剤メーカーとそのディーラーが連携しながら、
技術やノウハウを蓄積してきたことが明らかに
なった。
　一方で、これらの染料及び薬剤メーカーは、
原糸メーカーの系列企業ではない。このことが
技術形成においてどのような違いとなってきた
のかについて、検証していくこととする。
　「我々としては、新しい素材が出来る度に染

工場さんからのご要望にお応えしていきます
が、そうして当社の技術はどんどん蓄積されて
きました。新しい素材が出てきたとき、あるい
はその素材を加工すると安定性が低いので、再
現性を上げるとか、そういったご相談にお答え
していくなかで製品を進化させて、新しい製品
が生まれてくることはあると思いますね。それ
が成功すれば、例えば社名を伏せてそれを他の
お客様に紹介することで、少しずつ広がってい
くということもありました。ただ、秘密保持契
約を結ぶこともあります。」（日本化薬）
　「ある染色加工業者さんと共同で技術が確立
した場合、以前は日本全国、あるいは海外にも
幅広く持っていくことが出来ました。近年は、
この技術はよそに出さないで欲しいとか、最初
から秘密保持契約を結ばないと一緒にやらない
とか、そんなケースは多くあります。」（日華化
学）

　これらに見られるように、染料及び薬剤メー
カーは、特定の原糸メーカーの系列企業ではな
く、多くの染色加工業者と共同で開発を行って
きていることから、系列を超えた幅広い技術が
蓄積してきていると考えられる。そして、秘密
保持契約が結ばれていない限りにおいて、製品
やサービスの提供を通じて、系列を超えて技術
やノウハウが広まっていることがわかる。また
インタビューによれば、顧客である染色加工業
者も、染料及び薬剤メーカーに他社の情報が集
まっていることが念頭にありつつ、相談をして
いたという側面もあるようであった。
　ただし、染料及び薬剤メーカーが知っている
のは、あくまで一定程度までであり、前項で述
べられたような詳細な部分については、それぞ
れの染色加工業者固有の技術やノウハウがあ
る。これについては次項でも少し触れることと
する。
　また、こうした系列とは離れた企業として、
繊維機械メーカーが挙げられる 36）。次項では、
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染色加工工程において用いられる繊維機械の製
造企業である、染色機械メーカーの役割やそう
した企業が持つ技術について検証していくこと
とする。

4．染色機械メーカーの持つ技術と役
割について

　本項では、染色加工工程の技術形成において、
染色機械メーカーが果たした役割と、それが持
つ技術について、インタビューより検証する。
染色機械については、欧米から輸入された大量
生産装置の普及に負うところが大きく、これら
の装置の導入企業での業績の良さが後発企業の
投資意欲を誘発し、これが国内染色機械メー
カーの躍進に繋がったとされる。また、欧米の
染色加工装置が規格品販売なのに対して、日本
製装置はオーダーメイドで発注者の求める性能
と据付場所への順応力により、国内のみならず海
外にも多くの顧客を獲得していったとされる37）。
　まずは、世界的にも有名な「サーキュラー」
と呼ばれる液流染色機（染色液をノズルから噴射
する力で生地を循環させながら染色する機械）で広
く知られている、株式会社日阪製作所へのイン
タビューより検証する 38）。同社は、1974年か
ら帝人と共同で、短時間で染色出来る液流染色
機の開発を始めた。液流染色機では、生地を
早く循環させて均染性（均一に染色されている度
合い）を高めるのが基本だが、生地が空気中に
露出すると染めムラになるというそれまでの染
色の常識があり、浴比（生地と染色液の比）は高
いまま開発を進めていた。液中の生地を高速で
動かそうとすると大きなポンプが必要であった
り、たくさんの染色液を加熱冷却するためには
大きな熱交換器が必要であったりと、当初は多
くのエネルギーを消費しながら短時間で染色す
る機械であった。しかし、オイルショックとも
重なり、開発を進めていくなかで、それまでの

染色の常識を疑って染色液を半分にして生地が
空気中に露出する試験をしたところきれいに染
まることを発見した。そのほうが高速になり生
地の動きも安定するということで、低浴比で短
時間染色が出来る「ラピッドサーキュラー」と
いう製品としてシリーズ化していったとのこと
であった。また、これらは顧客と一緒に開発を
進めていき、先述のダナックスからの依頼で開
発した「CUT-RF」及び以降の「ラピッドサー
キュラー」シリーズは、北陸産地で広く使われ
ている、とされた 39）。
　「我々の機械は、北陸で一緒に作ってきたと
いうイメージが強いですね。私どもは機械屋で
したので、染色のソフトの方にはあまり関わっ
ていなかったのですが、帝人さんと一緒に『ラ
ピッドサーキュラー』を開発するなかで、ソフ
トの部分も自分たちも学んでいって、均染性だ
けではなくて『風合い』といったものも大事に
するように変わっていきましたので、そういう
なかで色々相談も受けるようになってきまし
た。例えば、従来の機械では、染色は出来ても
求める『風合い』が出てこないとか、せっかく
設計した織りの良さが出ないので、何とかなら
ないかとご相談を受けます。小さい試験機で染
めると物理力が弱くて風合いが違うので、私ど
もは生産機（量産用の機械）と同じような機械
を試験室に何台も置いていまして、それで実際
に確認しながら最適な加工条件を探します。産
地から前処理したものを送ってこられて、うち
で立ち会いテストということが頻繁にありまし
た。」（日阪製作所）
　なお、繊維産地にある繊維機械メーカー、花
山工業株式会社（福井市）へのインタビューに
おいても、染色加工や染色機械に関する技術や
ノウハウを蓄積し、多くの染色加工業者の要望
に細かく応えて、オーダーメイド的に製品を供
給するなかで、蓄積した技術やノウハウを提案
する、ということを行ってきていることがわ
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かった 40）。ここに見られるように、染色機械
の開発においては、主に原糸メーカーや染色加
工業者と共同で開発が行われていることがわか
る。また以下のインタビューからは、具体的な
染色機械の選定においては、それぞれの染色加
工業者やその目的によって、オーダーメイドに
近い形で作られることがわかる。
　「染色機械は例えメーカーが一緒であって
も、全部自社に合わせた改良を機械メーカーに
依頼します。元々、染色機などはオーダーメイ
ドで受注生産です。『バイオーダー』といって、
基本のカタログ仕様があって大まかなチョイス
の仕方があって、そこで形状を決めたら、そこ
にどう手を加えるか、というやり方です。例え
ば自動車であればある程度しか選べず、オプ
ションで付け加えるというくらいですが、極端
に言うと、エンジンも変えて馬力を上げる、と
いうこともしますので、同じ機械はどこにも無
くて、会社によっても用途によっても違いま
す。」（ダナックス）
　さて、前項で染料及び薬剤メーカーについて
は、原糸メーカーの系列関係には無いことから、
系列を超えた技術やノウハウの蓄積が見られた
が、染色機械メーカーにおいてはどのような状
況であるのか、また、染色加工業者と繊維機械
メーカーとのそれぞれが持つ固有の技術やノウ
ハウは、どのようなものかについて検証してみ
ることとする。
　「特殊品で無くオーソドックスなものであれ
ば、むしろ染料メーカーさんや機械メーカーさ
んの方が技術の蓄積があるかもしれません。他
社での実績を踏まえて提案してくるからです。
当然各社のキーになるノウハウは話しません
が、おおよそのやり方は分かっていますので、
そこから、わが社独自の条件を作り上げるので
す。」（ダナックス）
　「私どもが持っているのは、液流染色機を中
心としたある程度汎用的なノウハウなのです。

そういうゾーンについては別のお客様にも提供
できますが、お客様は性能の異なる様々な前後
装置・工程を組み合わせてモノづくりをされま
すから、その辺りはそのお客様個々のノウハウ
になってきますので、外にお出しするわけには
いきません。また、全く同じことをされている
ケースがあまりありませんので、そのなかで抱
えている問題が同じであれば、我々のノウハウ
を使ってちょっと別の品種に展開するとか、例
えば、シワを防ぐにはこういう構造が良いとい
うのが分かれば、別のお客様にもご提案するよ
うな形で展開していきます。ただやはり、ある
お客様ではこの機械ではこの条件がベストで
あっても、別のお客様ではうまくいかないこと
があります。持っておられる前後の設備自身も
違って、全く同じというのはほとんどありませ
ん。例えば、前処理でこれぐらいの温度だった
らシワが出にくいという一般的なことは我々
もわかりますが、この商品は120℃が良いのか
160℃が良いのかというところまではわかりま
せんので、やはりお客様と一緒にテストをしな
がら、条件をつくり込んでいって、それがうま
くいって初めて機械を買っていただくというと
ころまで結び付けるという流れで、いままで
ずっとやってきました。」（日阪製作所）
　インタビューからは、染色機械メーカーにお
いても、染色加工に関する一般的・汎用的な技
術やノウハウを、非常に多く蓄積してきている
ことがわかる。一方で、個別の染色加工業者の
持つ設備によって詳細は異なり、また同じ合成
繊維であったとしても、例えば、生地の厚さや
使用目的など、染色加工業者によって染色する
生地のタイプは様々であることから、染色機械
メーカーがそれらの技術やノウハウの全てを知
ることは非常に難しいことがわかる。さらに、
下記のような話も聞かれた。
　「やり方が一通りではなく、答えが1個では
なく2つも3つもあるわけです。そして、最後
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はオペレーター（作業者）さんの微妙なさじ加
減になります。人間は、ちょっとした違いを自
分で判断して、そのさじ加減自体も毎回変える
ので、夏場と冬場でさじ加減の度合いを変える
とか、天候によって変えるということがよくあ
りあります。私達は機械メーカーですから、そ
こまで再現できる機械を作らないといけません
が、そのあたりはやはりまだ自動化するのは非
常に難しいところです。」（日阪製作所）
　こうした微妙な「さじ加減」などについて
は、染色加工業者において標準化を進めている
とのことであったが、詳細な部分においては、
それぞれの作業者によっても微妙に異なるとの
ことであり、その作業者の技能や経験による違
いも大きいことがわかる。
　次項では、こうした染色加工の技術形成で大
きな役割を担ってきた研究機関である、福井産
地の大学及び公設試験場の役割について検証し
ていく。

5．産地の研究機関の役割について

　本項では、福井産地における繊維関連の研究
機関である福井大学工学部や公設試験場の役割
について検証していくこととする。福井大学工
学部の前身は、1923年開校の福井高等工業学校
であり、建築科、機械科、繊維工業科（紡織分
科／染色分科）の3学科を持っていたとされる 41）。
福井県の公設試験場は、1902年の福井県工業
試験場から1952年に福井県繊維工業試験場と
改称され、その後、機械、窯業などの部門と統
合されて福井県工業技術センターとなり、1991

年に現在地に移転した 42）。
　まずは、福井大学工学部が合成繊維の染色加
工技術形成にどのように関わってきたのかにつ
いて、元・福井大学工学部 教授 堀 照夫 氏（現・
同大学産学官連携本部 客員教授）のインタビュー
より検証する。先述のように、福井大学工学部

の前身は福井工業高等専門学校であり、古くから
の織物産地である福井での科学技術教育に対す
る業界の方々に応えて作られていることから43）、
繊維産業の技術形成に関わることが期待されて
おり、実際、多くの研究成果が見られている。
　「私が学生時代には、まだポリエステル繊維
の染色は非常に難しいといわれており、まず染
めるための染料が無いということでしたので、
まずはこの大学がそれを見つけてきて、通常は
キャリアと呼ばれる薬剤を使って100℃で染め
ていたものを、120℃から130℃の高温高圧で
染めれば薬剤は不要になることを見つけまし
た。水で濡れない繊維を濡れるようにするとか、
燃えにくい繊維を作るといった繊維の改質にも
関わっています。特に、洗っても絶対取れない
といわれる『反応染料』が出てきたときは、固
着率が悪いということだったので、温度をどん
なふうに上げていって、いつアルカリを加えれ
ば固着率が上がるかという条件設定には大学が
大きく関わりました。『新合繊』のころには、
もうそれぞれの染色加工業者さんで工夫されて
いましたが、『マイクロファイバー』という細
い糸の染色がなかなか難しく、染料が10倍必
要になるため、それを濃く見せるための表面処
理などの基本的なところは、大学が関わってい
ます。業界で問題になることはたいてい研究
テーマにしました。また大きかったのは、業界
が寄付をして大学のなかに『繊維工業研究所』
を作ってくれたことです。専任の教官も配置さ
れました。」44）（堀氏）

　このインタビューに見られるように、福井大
学工学部は染色加工技術の形成に密接に関わっ
ており、産学連携も非常に進んでいたことがわ
かる。
　また、同じように地域産業である繊維産業の
技術支援という役割を期待されている組織に、
福井県工業技術センターがある。同センターは、
前身の福井県繊維工業試験場の時代から多くの
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試験設備や分析設備を保有し、研究員や技術員
が企業からの相談に答える、技術指導を行う、
試験の依頼を受けるということを行っており、
現在まで非常に多くの技術形成の支援を行って
きている。この点について、元・福井県繊維工
業試験場 染色課長 及び 元・福井県工業技術セ
ンター 所長の、小林 哲雄 氏のインタビューよ
り検証する。
　「私が染色課長のときは、例えばポリエステ
ル繊維に撚りをかけてシボ（表面の凹凸）を出
すための試験で、機屋さん（織布企業）が織っ
て作ってみても、希望の通りにならずにムラに
なってしまうので、撚りの回転数を変えてみて
シボの出方や染まり方を比べてみる、というよ
うな試験をしました。他にも、糸に熱をかけた
状態で撚りをかけて戻すと、ウールのような捲

けん

縮
しゅく
（繊維の縮れ）が出ますので、撚りの回転数
を色々変えて染めてみるというような実験をし
ました。『新合繊』でいえば、例えばナイロン
とポリエステルを複合して、処理して、ぱっと
花が開くように分離させてといったことや、減
量加工のときにアルカリ液の中で働かせてやる
場合と、アルカリを付けてから乾燥して熱をか
けて強アルカリとして使った場合、蒸した場合
などで結果が異なるので、それぞれの条件を見
ながら繊維表面の形態を写真に撮って参考にし
てもらった、といったことは大きな仕事だった
と思います。」（小林氏）
　また、業界のニーズに適合した研究や、企業
や大学との共同研究も多く実施されており、同
センターの研究成果は、『福井県工業技術セン
ター 100年史』45）や、同センターのWWWサイ
ト 46）に詳細に載っており、前身の福井県繊維
工業試験場の創設以来数多くの研究成果が見ら
れている。
　なお、こうした福井大学工学部と福井県工業
技術センターとの役割の違いについては、下記
のように述べられている。

　「工業技術センターには非常に多くの相談が
あり、そのうち口頭で答えられるものもありま
すが、じっくり実験しないといけないものは、
我々も一緒に加わっていきます。大学は敷居が
高いのか、染工場さんが直接相談に来るという
ことはあまりなかったので、最初に工業技術セ
ンターに行かれます。そこの技術者だけでは解
決できないときに、大学の相談に来るという形
で、工業技術センターが仲立ち役をされていま
す。今は大学には開発のための試験機ぐらいし
かありませんので、工業技術センターが持って
いる実用に近い設備を利用させてもらいなが
ら、そういう意味では大学の方が仲立ちする形
でもやっています。昔は繊維工業試験場が道路
を挟んだ大学の向かいにあって、私もしょっ
ちゅう行き来していました。」（堀氏）
　福井県工業技術センターの大きな役割とし
て、技術相談、技術指導及び依頼試験への対応
があり、製品の試験や分析、製品開発の支援を
通じて、実際の現場で起こっている問題の解決
などを行っているが、そうした企業の要望に応
えていくなかで、基礎研究やそれに近い内容に
ついては福井大学工学部が研究を行い、応用研
究から開発に近い部分については、福井県工業
技術センターが担当するといった形での大まか
な役割分担をしながら、双方が連携して進めら
れており、いずれも染色加工の技術形成に大
きく関わってきていることがわかる 47）。また、
多くの繊維関連企業や福井県工業技術センター
に同大学の出身者がおり、人材供給という意味
でも繊維産業に関わってきている。さらに、福
井県繊維工業試験場及び福井県工業技術セン
ターにおいても、1903年より数多くの技能者・
技術者の研修を行ってきている 48）。その意味
では福井産地は、繊維関連企業が集積し、それ
を支える教育・研究機関も存在していることか
ら、いわば「繊維版シリコンバレー」ともいえ
るような地域であるといえよう。
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　また、大学や公設試験場には公開されている
研究成果も多く、これらの研究機関で蓄積され
た技術が幅広く活用されている。さらに、1949

年より始まった「福井県染色研究会」において
は、毎月1回大学教員や工業技術センターの研
究員が報告を行い、参加した各企業の技術者か
ら質問を受けるといったことが行われていた 49）。
　これらにみられるように、福井産地において
はこうした研究機関が、基礎研究および実用化
の支援、研究成果の公開といったことが行わ
れ、染色加工の技術形成を支えていたことがわ
かる。

6．まとめと考察

　ここまで、繊維加工企業及び染料メーカー、
薬剤メーカー、染色機械メーカー、研究機関へ
のインタビューを通して、合成繊維の染色加工
技術形成におけるそれぞれの役割について見て
きた。明らかになった点は以下の通りである。
　第1に、合成繊維の染色加工技術やノウハウ
は、原糸メーカーを中心とした系列を通して染
色加工業者に技術者を派遣して伝達していた
が、それは原糸メーカーからの一方的なもので
はなく、糸の状態や織り方、水などに関する染
色加工業者からのフィードバックを反映しなが
ら、技術やノウハウが蓄積されてきたことが明
らかになった。
　第2に、染色加工の現場で発生した問題は、
原糸メーカーだけでなく、染料及び薬剤メー
カーとその販売会社、染色機械メーカーとも情
報交換をしながら、連携して技術・ノウハウを
蓄積してきたことが明らかになった。なおこれ
らの企業は、原糸メーカーの系列ではなく独立
している存在であることから、系列を超えた幅
広い技術・ノウハウが集まり、それらが他の系
列企業に間接的に伝わっている。ただし、こ
うした技術やノウハウは汎用的な部分に留ま

り、それぞれの染色加工業者が持つ前後工程や、
扱っている糸の種類や加工方法、そこで用いら
れている水との組み合わせなどとの関係から、
製造技術に関わる詳細部分については、それぞ
れの染色加工業者固有の技術・ノウハウがある
ことがわかった。こうした部分は海外企業が簡
単に真似出来るものではなく、日本の染色加工
の強みであるといえるであろう。
　第3に、福井産地に所在する研究機関である
福井大学工学部及び福井県工業技術センターに
おいては、前者が主に基礎研究に関わる部分に
ついて、後者が主に製品の試験や分析、製品開
発、応用研究に関わる部分において、繊維関連
企業と協働して染色加工の技術形成に関わって
きていることが明らかになった。これらを踏ま
えると、福井産地の染色加工技術形成は、原糸
メーカーを中心とした系列内部での技術・ノウ
ハウの蓄積と、染料メーカー、薬剤メーカー、
研究機関などの系列とは関わらない組織による
技術・ノウハウの蓄積とが組み合わさった、図
2のような複合的な技術形成の構造になってお
り、そこでは、系列における垂直的な関係のな
かで技術が形成される一方で、系列以外の企業
や組織において汎用的な技術形成が見られ、そ
の技術やノウハウが系列横断的に伝わっている
と考えられる。
　この研究の含意するところは、例えば自動車
産業においては、現在は「世界最適調達」「系
列破壊」という言葉に象徴されるように、いわ
ゆる系列を超えた取引が日常化しつつあるが、
かつてはトヨタ自動車に代表される最終組立企
業を中心とした系列が形成され、その系列にお
いてサプライヤーが協働して技術が形成されて
いったとされる。しかし、全てのサプライヤー
が特定の最終組立企業の系列傘下にあるわけで
はなく、また、サプライヤーのなかでも、原材料・
部品メーカーと、生産設備メーカーとでは、技
術形成の関わり方に違いが出てくるであろう。
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企業間分業の態様を考えるうえでは、系列企業
との関係性や、取り扱う製品のタイプによって、
技術形成における役割やその形成の仕方が異な
るという視点は、他の産業における分析・考察
の際の示唆になり得ると考える。
　さらに、都市圏に比べて規模が小さい企業が
多い地方都市においては、その地域に所在する
大学や公設試験場などの研究機関による支援が
非常に重要である。地方企業の技術形成にどの
ような役割を果たしているのかについては、今後
ともさらに検証していくことが必要であろう50）。
　また、繊維産業は早くからグローバル化が進
み、海外への展開が図られているが、こうした
技術形成の構造が、海外においてはどのように
異なるのか、といったことも、今後の研究課題
となるであろう。
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インタビュー実施記録

（ABC順・役職名はインタビュー当時）

【染色加工業者】

 ・ 株式会社ダナックス（2016年11月2日実施）

　常務取締役 開発営業本部長 大江 昇一 氏

 ・ セーレン株式会社（2016年11月3日実施）

　代表取締役 副社長執行役員 野村 正和 氏

 ・ ウエマツ株式会社（2012年2月29日実施）

　代表取締役社長 上松 信行 氏

【染料メーカー、薬剤メーカー及び販売会社】

 ・ 日本化薬株式会社（2016年12月2日実施）

　機能化学品事業本部 色素材料事業部 営業2部長 

　藤森 亮 氏

　同 鞍本 龍生 氏

 ・  株式会社ニッカファインテクノ 北陸営業部 TXア

ドバイザー 金原 一正 氏

 ・ 日華化学株式会社（2013年3月28日実施）

　取締役 常務執行役員 管理部門長 吉田 史朗 氏

　グループ研究センター センター長 松田 光夫 氏

 ・ 株式会社酒井染料商会（2013年3月11日実施）

　代表取締役社長 酒井 康行 氏

【繊維機械メーカー】

 ・ 株式会社日阪製作所（2016年12月9日実施）

　 常務取締役 人事・情報システム担当 兼 事業所長 

岩本 等 氏

　 生活産業機器事業本部 染色仕上機器営業部 営業企

画課 課長 藤原 久也 氏

　同 係長 高橋 正志 氏

 ・ 花山工業株式会社（2016年12月21日実施）

　代表取締役社長 花山 優 氏

【研究機関】

 ・ 国立大学法人 福井大学（2016年11月16日）

　産学官連携本部 客員教授 堀 照夫 氏

 ・ 福井県工業技術センター（2016年12月14日）

　元所長 小林 哲雄 氏

【業界団体】

 ・ 一般社団法人 福井県染色同業会

　（2013年3月26日、2016年10月28日）

　専務理事 石塚 利榮 氏

 ・ 一般社団法人 福井県繊維卸商協会

　（2016年12月7日実施）

　 専務理事 木下 健一 氏（元・東レ株式会社 北陸支

店長）
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